指定地区内に係る届出対象行為（茅ヶ崎海岸・漁港周辺
特別景観まちづくり地区の建築物・工作物）
景観形成基準配慮計画記入シート
	申請者

	

	設計者

	

	計画場所

	

	総合
茅ケ崎市景観計画に記載された、良好な景観の形成に関する方針及び景観形成基準に配慮した計画概要について記入してください。
	地域の特性を表現した事項

	
	

	
	

	
	

	
	まち並みとして工夫した事項

	
	

	
	

	
	

	
	外観上（意匠・形態・素材・色彩）配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	
	その他配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	添付書類チェック欄

	図書の種類
	明記すべき事項

	付近見取図　
	○方位　○道路　○敷地の周辺の状況

	配置図又は外構平面図　
	○方位　○縮尺　○敷地境界線　○建築物等の位置　○道路の位置及び幅員　 ○土地の高低
○各部分の仕上げ　

	平面図（建築物のみ）　
	○方位　○縮尺　○各階の用途・間取り

	立面図　
	○縮尺　○各部分の仕上げ・色彩（マンセル値）・着色  ○露出する建築設備・広告物

	現況カラー写真　2方向以上
	○敷地及び周辺の状況

	緑化平面図　
	○縮尺　○方位　○植栽の位置、本数及び種類

	緑化立面図　
	○縮尺　○植栽の位置、種類及び本数　○建築物等の緑化予定面

	景観模擬実験図面
	○行為完了後の景観が予想できる図面類


要素別配慮方針・配慮基準
	１．建物用途
自然的価値の高い環境を保全して、「市民の海岸」としての価値を一層高めるため、秩序のある土地利用を図る。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○Ａ地区及びＢ地区については、茅ヶ崎漁港地区地区計画に準じた用途制限とします。
	□　はい　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○地区内の全ての場所では、茅ヶ崎海岸の自然環境や自然景観にふさわしい土地利用に努めます。
	□　はい　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２．建物等の高さ
眺望点からの眺望に配慮した建築物や工作物の高さとする。
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○眺望点からの富士箱根伊豆や高麗山の稜線の景観保全に努めます。
	□　はい　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○松林と調和した建築物や工作物のボリューム（高さ、幅、奥行き）について配慮に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○広々とした浜辺に対して、圧迫感を与えない建築物の形態・意匠の配慮に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３．建物等の位置
壁面後退等を行い、国道１３４号沿道から海への眺望を確保する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○Ｂ地区の壁面後退は、茅ヶ崎漁港地区地区計画に準じた壁面後退とします。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○Ｂ地区以外の地区においても、海への眺めを確保するため、壁面後退に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○角地や突き当りにはシンボルツリーを設置するなど、象徴的な空間の創出に努めます。
	□はい　　□いいえ

□該当しないと判断
	

	○修景された道路等と接する部分とは、舗装材等の工夫により－体的なデザインに努め、緑化等が可能な場合には、緑化に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	
	

	４．建築デザイン
圧迫感のない形態の工夫、自然素材等の使用により、海岸にふさわしい質の高いまち並みを誘導する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○地域の気候、風土を考慮し、時間を経るごとに風合いを醸し出すよう自然素材を利用するなど、建築物や工作物の素材の選定に配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○金属やガラス等の反射率の高い素材は、反射の影響に配慮します。【ミラーガラス使用禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○屋根の形状については、背景となる山並みや、眺望点からの見え方、周辺の建築物等が形成するスカイラインの連続性に配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○傾斜屋根は、勾配の方向や角度、軒の高さなどを周辺になじむよう配慮し、飛砂防備保安林との調和を保ちます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○屋外階段は、建築物等と一体的なデザインとするか、道路から見えない位置へ設置します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○３階建て以上の建築物は、インナーバルコニーとするなど、色彩や形態を建築物等と一体的なデザインに努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○外壁は、分節化や凹凸など、圧迫感を軽減するよう配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○道路に面した壁面は、低層部、中層部、頂部に分け、壁面のデザインに変化をつけ、意匠においても圧迫感を軽減するよう配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○安全を考慮した上で、緑化が可能な構造とし、

まち並みにうるおいをもたらすよう配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	５．色彩
鮮やかな色・極端に明るい色を避け、自然環境に調和した、穏やかで海辺を感じさせる美しいまち並み景観を誘導する
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○松林・海岸植物・海等の自然環境の色彩を尊重するため、全ての建築物及び一定規模以上に該当する工作物の壁面の色彩は、基準に適合します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	１色目マンセル値（ 　　　　　　　　　）

２色目マンセル値（       　　　　　　）

３色目マンセル値（       　　　　　　）

	○落ち着いた景観をつくるため、全ての建築物及び一定規模以上に該当する工作物の屋根の色彩は、基準に適合します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	１色目マンセル値（ 　　　　　　　　　）

２色目マンセル値（       　　　　　　）

３色目マンセル値（       　　　　　　）

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	６．夜間景観
過剰で派手な照明等を避け、自然環境に調和した、穏やかで海辺を感じさせるまち並み景観を誘導する
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○極端に明るい照明及びフラッシュライト等瞬間的に強い光を発するものは設置しません。（広告物の照明を含む）【設置禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断

	

	○建築物・工作物等の壁面を照らすものは設置しません。（ただし、建築物・工作物等の周囲の地盤面からの高さ1m以内に設置されるもので、壁面長さ1mあたり全光束100lm（シリカ電球10w相当）以下、かつ１壁面あたり全光束1500lm（シリカ電球100w相当）以下の照明においてはこの限りではない。）【設置禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断

	

	○光源及び照射面を動かしたり点滅させたりするものは設置しません。（広告物の照明を含む）【設置禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断

	

	○レーザー等周辺への影響が大きいものは設置しません。（広告物の照明を含む）【設置禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○屋外に設置する照明は、屋外への影響を配慮して過度に明るくならないように努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○天空や周辺への漏れる光による障害光の発生を防止するため、照明器具による配光制御や遮光板の設置等に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○広告物の照明方法は、外照式とするなど夜間景観の演出に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○遮光板の設置や間接照明とするなど、光源が外部から直接見えないように努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	７．設備類
建築物等の設備類がまち並みの景観を損なわないように、設備類の目隠しを誘導する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○建築物や工作物に付属する設備類（給水タンク、空調室外機、排気ダクト、受電設備等）や物置、ごみ集積所等は、安全性に配慮したうえで、道路から直接見える位置を避けるか、ルーバーや植栽等で目隠しを行います。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○外壁に設置する配管類等は、構造や色彩を工夫し、突出感を和らげるよう配慮します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○アンテナ等の設備等は、積極的に共同化します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○物干し等は、道路から直接見えないよう取り付け器具等の設置場所の工夫に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	８．駐車場　
国道１３４号の沿道景観や、海岸からの眺望景観に配慮を行う。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○まち並みの連続性を分断しないように地下や建築物の

内部への設置、または景観重要道路（国道１３４号）から直接見えない位置に配置します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○車両の出入口部では、歩行者の安全を確保するとともに、人の流れを分断しない配置とします。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○景観重要道路以外の道路に面して緑地帯を設け、緩衝効果を高めるよう努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○上記緑地帯の高さは７０㎝以下として見通しの確保に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○中高木の植栽や緑化ブロック等の使用によりうるおいあるデザインに努めます。また、海浜植物が生長する環境づくりに努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○機械式立体駐車場を設置する場合は、地中化若しくは植栽による緑化などにより外部からの遮蔽に努めます。
	□はい　　□いいえ

□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。


	

	９．自転車置き場

利用しやすく、デザイン性の高い駐輪施設を整備する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○商業施設等を整備する場合は、自転車置き場を設置します。置き場は利用者が使いやすいように、できるだけ道路から見える箇所に設置します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○置き場の構造は、平置きとします。
	□はい　　□いいえ

□該当しないと判断
	

	○平置きにできない場合は使いやすい駐輪器具を設置します。駐輪器具を設置する場合は、茅ヶ崎に相応しい明るく、デザイン性の高い器具を設置します。
	□はい　　□いいえ

□該当しないと判断
	

	○標準案内用図記号（JISZ8210）などを用いて、自転車置き場であることが明確に分かる表示の設置に努めます。ラックを活用する場合は、デザイン性の高いものや使いやすいものを設置します。
	□はい　　□いいえ

□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。


	

	１０．緑化・擁壁

海浜植物や耐潮性のある植物を植栽する。擁壁等は圧迫感を軽減するため、形態・意匠・緑化等の工夫を行う。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○敷地周囲には生垣状の植栽を行うよう努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○海浜性の植物（例：ハマヒルガオなど）や耐潮性のある植物など海岸にふさわしい樹種を用います。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○長大な擁壁は、分節化や凹凸にさせ、圧迫感の軽減に努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○擁壁の表層部分は緑化ブロックや自然石等の使用により、豊かな表情づくりに努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○擁壁の基部及び上部には樹木やつる性植物を植栽し、圧迫感の軽減とうるおいづくりに努めます。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。


	

	１１．その他
工事中に設置する仮囲い等は、歩行者等に配慮した設えを検討する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○工事中に設置する仮囲い等について、歩行者等に配慮し、安全性だけでなく、歩いて楽しいものとするなど修景に配慮する。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。


	

	１２．サイン

海と調和し、軽快でまちの魅力を創出するサインを設置する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○景観資源や富士山の眺望を損ねないような掲出位置とします。位置、大きさ、形を配慮し、過剰な設置は避けます。（自動販売機を含む）。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○自然素材を用い、海に相応しい明るく軽快なデザインとします。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○地となる部分は、不必要な色は使わず、色数を少なくし、全国共通の仕様やコーポレートカラーであっても、彩度６を超える場合は、図と地を反転や切り文字などを行います。【蛍光塗料、発光塗料使用禁止】
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○商業施設や公共•公益施設など多くの方が利用する施設については、茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づき、分かりやすい案内サインを整備します。
	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
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